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会
議
の
冒
頭
︑
ま
ず
寺
岡
会

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち︵
写
真
︶︑

﹁
本
日
の
合
同
会
議
に
お
い
て
︑

３
常
任
委
員
会
を
新
設
す
る
︒

そ
の
う
ち
今
年
６
月
４
日
に
歴

史
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
可
決
・
成

立
し
た
﹃
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹄

と
﹃
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の

適
正
化
の
た
め
の
体
制
の
整
備

等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
﹄（
新

法
）
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

と
っ
て
非
常
に
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
り
︑﹃
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化

二
法
対
策
委
員
会
﹄を
設
置
し
︑

施
行
に
向
け
業
界
の
思
い
を
込

め
て
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
﹂
と
強
い
決
意
を

見
せ
た
︒
ま
た
︑﹁
同
委
員
会

に
関
し
て
は
︑
坂
本
克
己
最
高

顧
問
か
ら
の
強
い
ご
意
向
を
受

け
て
︑
私
が
委
員
長
を
務
め
る

こ
と
に
な
っ
た
﹂
と
︑
同
委
員

会
委
員
長
就
任
の
経
緯
を
語
っ

た
︒

　

議
事
で
は
︑
①
会
員
の
代
表

者
の
変
更
（
案
）︑
②
副
会
長

候
補
者
の
選
定
（
案
）︑
③
委

員
会
規
程
の
一
部
改
定
（
案
）

︱
︱
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

会
長
指
名
の
副
会
長
と
し

て
︑
赤
上
信
弥
氏
（
秋
田
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
前
会
長
）︑
吉
田

修
一
氏
（
神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
会
長
）︑髙
田
和
夫
氏
（
富

山
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑

山
口
嘉
彦
氏
（
岐
阜
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）︑
松
田
直
樹
氏

（
滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）︑
二
又
茂
明
氏
（
福
岡
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）︑
御
手

洗
安
氏
（
愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
︑
日
本
貨
物
運
送
協
同

組
合
連
合
会
会
長
）
を
選
出
︒

副
会
長
17
人
体
制
で
︑
寺
岡
会

長
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る

︵
新
執
行
部
の
顔
触
れ
は
別

掲
、
会
長
・
副
会
長
の
担
務
一

覧
は
２
面
に
掲
載
︶︒

　

な
お
︑
国
土
交
通
省
か
ら
は

石
原
大
物
流
・
自
動
車
局
長
︑

岡
野
ま
さ
子
大
臣
官
房
総
括
審

議
官
︑
沓
掛
敏
夫
道
路
局
長
︑

三
輪
田
優
子
物
流
・
自
動
車
局

貨
物
流
通
事
業
課
長
︑
渡
邊
良

一
道
路
局
高
速
道
路
課
長
が
来

賓
と
し
て
出
席
︒
石
原
物
流
・

自
動
車
局
長
︑沓
掛
道
路
局
長
︑

岡
野
大
臣
官
房
総
括
審
議
官
が

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
︒

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策

委
員
会
﹂、﹁
社
会
的
評
価
向

上
委
員
会
﹂、﹁
車
両
技
術
委

員
会
﹂
の
３
常
任
委
員
会
を
新

設
、
１
常
任
委
員
会
を
名
称
変

更
　

同
会
議
で
は
︑
委
員
会
規
程

の
一
部
改
定
に
つ
い
て
も
審
議
を

行
い
︑
承
認
し
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
や
事

業
許
可
の
更
新
制
度
の
導
入
︑

適
正
原
価
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体
制

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策

委
員
会
﹂︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
社
会
的
評
価
の
向
上
や
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
従
事
す

る
全
て
の
者
に
係
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
︑
防
止
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
﹁
社
会
的
評
価

向
上
委
員
会
﹂︑
車
両
の
安
全

技
術
や
保
守
・
管
理
︑
構
造
等

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る﹁
車
両
技
術
委
員
会
﹂

を
新
設
し
た
ほ
か
︑
次
世
代
新

技
術
対
応
小
委
員
会
の
名
称
を

変
更
し
︑
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
や

次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
に
係
る
イ
ン

フ
ラ
・
環
境
整
備
︑
制
度
・
法

律
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

﹁
次
世
代
ト
ラ
ッ
ク
対
応
委
員

会
﹂
と
し
た
︒

重
お も だ

田　雅
ま さ し

史
理 事 長

山
やまざき

崎　 薫
かおる

専務理事

松
まつざき

崎　宏
ひろのり

則
専務理事

山
やまざき

﨑　 寛
ひろし

常務理事

山
やまぐち

口　嘉
よしひこ

彦
㈱エスラインギフ会長

二
ふたまた

又　茂
しげはる

明
久留米運送㈱ＣＥＯ

御
み た ら い

手洗　安
やすし

㈱大西運送社長

松
ま つ だ

田　直
な お き

樹
㈱松田商事会長

吉
よ し だ

田　修
しゅういち

一
㈱相模運輸社長

杉
すぎやま

山　千
ち ひ ろ

尋
日本通運㈱副社長

赤
あかがみ

上　信
し ん や

弥
㈱秋田市場運送社長

髙
た か た

田　和
か ず お

夫
トナミ運輸㈱社長

小
こ ま る

丸　成
しげひろ

洋
福山通運㈱会長

馬
まわたり

渡　雅
まさとし

敏
松浦通運㈱会長

平
ひらしま

島　竜
りゅうじ

二
㈱岸貝物流社長

楠
 くすのき

木　寿
と し じ

嗣
瀬戸内陸運㈱社長

庄
しょうじ

子　清
せいいち

一
㈱庄子運送会長

松
まつはし

橋　謙
けんいち

一
山登運輸㈱社長

青
あ お き

木　均
ひとし

東山物流㈱会長

小
こばやし

林　和
か ず お

男
中越運送㈱会長

水
み ず の

野　功
いさお

千代田運輸㈱社長

副会長

常勤役員

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７
月
10
日
︑
東

京
都
港
区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
︑
第
２
２

６
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
２
回
理
事
会
合

同
会
議
を
開
催
し
た
︒

　

同
会
議
で
は
︑
寺
岡
洋
一
会
長
指
名
の
副

会
長
７
人
が
選
出
さ
れ
︑
６
月
26
日
開
催
の

第
１
０
２
回
通
常
総
会
お
よ
び
第
２
１
１
回

理
事
会
に
て
就
任
し
た
副
会
長
10
人
と
合

わ
せ
︑
寺
岡
会
長
の
新
執
行
部
が
本
格
ス

タ
ー
ト
し
た
（
関
連
２
面
）︒

寺岡新体制が本格スタート
第226回常任理事会・第212回理事会合同会議

「トラック適正化二法対策委員会」など３委員会を新設

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
の
施
行
に
向
け

業
界
の
思
い
を
込
め
て
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
!!

執
行
部
一
覧

寺
てらおか

岡　洋
よういち

一会長 坂
さかもと

本　克
か つ み

己最高顧問

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp

7月20日号

1月1・10日号

（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）
※紙面に関する問い合わせは広報部まで

毎月1日・15日発行
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
寺
岡
洋
一
会
長
は
︑

７
月
10
日
開
催
の
﹁
第
２
２
６
回
常
任
理
事
会

・
第
２
１
２
回
理
事
会
合
同
会
議
﹂終
了
後
に
︑

６
月
26
日
に
会
長
に
就
任
し
て
以
来
︑
初
め
て

専
門
紙
誌
記
者
と
会
見
し
た
︒

　

質
疑
応
答
で
は
︑
多
く
の
記
者
か
ら
の
質
問

に
寺
岡
会
長
が
丁
寧
に
回
答
︒
寺
岡
会
長
が
委

員
長
に
就
任
す
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対

策
委
員
会
﹂
に
対
す
る
意
気
込
み
を
問
わ
れ
た

寺
岡
会
長
は
︑﹁
ま
ず
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
事
業
許
可
に
対
す
る
更
新
制
導
入
と
︑
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
﹃
適
正
原
価
﹄
を
下
回
る

運
賃
・
料
金
の
制
限
に
つ
い
て
︑
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
﹂
と
語
り
︑﹁
国
土
交
通
省

と
の
会
議
な
ど
を
通
じ
て
業
界
の
要
望
を
積
極

的
に
伝
え
て
い
き
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
全
ト
協
の
会
長
と
し
て
大
切
に
し
た

い
こ
と
﹂
に
つ
い
て
記
者
か
ら
問
わ
れ
る
と
︑
寺

岡
会
長
は
﹁
業
界
内
の
風
通
し
を
良
く
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
重
要
︒
全
国
47
都
道
府
県
に
お

け
る
様
々
な
課
題
を
全
ト
協
に
上
げ
て
い
た
だ

き
︑
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
︒
業
界
の
皆
様
方
に
は
︑
是
非
と

も
業
界
を
取
り
巻
く
地
域
ご
と
の
課
題
に
つ
い

て
︑
全
ト
協
に
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
︒

寺 岡 洋 一 新 会 長 が
専門紙誌記者と会見

第
２
２
６
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
２
回
理
事
会
合
同
会
議

第
２
２
６
回
常
任
理
事
会
・
第
２
１
２
回
理
事
会
合
同
会
議  

（
１
面
に
関
連
）

　

坂
本
最
高
顧
問
と
寺
岡
会

長
に
お
か
れ
て
は
︑
全
国
道

路
利
用
者
会
議
（
全
道
利
）

で
の
活
動
を
通
じ
て
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
︒

引
き
続
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
皆
様
方
の
全
道
利
の

活
動
へ
の
ご
参
画
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
︒

　

私
た
ち
は
道
路
行
政
を
通

じ
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
皆
様
方
が
働
き
や
す
い
環

境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
︒
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
の
解
消
︑
暫
定
２
車
線
区

間
の
４
車
線
化
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
ほ
か
︑
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
・
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
等
の
休
憩
・
休
息
施

設
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組

み
も
進
め
て
お
り
ま
す
︒
ま

た
︑
高
速
道
路
料
金
の
大
口

・
多
頻
度
割
引
の
拡
充
に
つ

き
ま
し
て
は
︑
皆
様
方
の
強

い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
令
和

８
年
３
月
ま
で
の
延
長
が
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
︒

　

引
き
続
き
︑
道
路
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
を
通
じ

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

皆
様
方
に
と
っ
て
活
躍
し
や

す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

寺
岡
洋
一
会
長
と
坂
本
克
己

最
高
顧
問
は
７
月
２
日
︑
国

土
交
通
省
へ
中
野
洋
昌
国
土

交
通
大
臣
を
訪
問
し
︑
６
月

４
日
に
成
立
し
た
﹁
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
﹂
と
﹁
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化

の
た
め
の
体
制
の
整
備
等
の

推
進
に
関
す
る
法
律
﹂
の
早

期
施
行
な
ど
を
要
請
し
た
︒

　

当
日
は
︑
中
野
国
交
大
臣

の
ほ
か
︑
７
月
１
日
付
で
就

任
し
た
鶴
田
浩
久
総
合
政
策

局
長
︑
石
原
大
物
流
・
自
動

車
局
長
︑
岡
野
ま
さ
子
大
臣

官
房
総
括
審
議
官
︑
沓
掛
敏

夫
道
路
局
長
も
訪
問
し
た
︒

　

な
お
︑
こ
れ
ら
の
訪
問
に

つ
い
て
は
︑
全
国
ハ
イ
ヤ
ー

・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
川
鍋

一
朗
会
長
︑
日
本
バ
ス
協
会

の
古
川
卓
副
会
長
も
同
席
し

た
︒

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　全日本トラック協会は、会長・副会長の常任委員会等の担務を次の通り決定した。
（１面に関連、敬称略）

常任委員会等

委員会名 氏　名 担当役員等

トラック適正化二法対策委員会【新設】 寺岡　洋一 松崎（専務理事）

総務委員会 小林　和男 山崎（専務理事）

役員選考委員会 小丸　成洋 山崎（専務理事）

物流政策委員会 馬渡　雅敏 松崎（専務理事）

環境対策・GX 委員会 庄子　清一 佐竹（役員待遇審議役）

経営改善・DX 委員会 吉田　修一 山㟢（常務理事）

次世代トラック対応委員会【名称変更】 山口　嘉彦 佐竹（役員待遇審議役）

交通対策委員会 二又　茂明 佐竹（役員待遇審議役）

社会的評価向上委員会【新設】 赤上　信弥 山崎（専務理事）

道路・施設委員会 御手洗　安 松崎（専務理事）

青年部会・女性部会 楠木　寿嗣 山㟢（常務理事）

適正化事業委員会 松橋　謙一 佐竹（役員待遇審議役）

税制委員会 水野　　功 松崎（専務理事）

物流ネットワーク委員会 杉山　千尋 土屋（輸送事業部長）

適正取引委員会 平島　竜二 松崎（専務理事）

労働安全・災害防止委員会 青木　　均 齋藤（交通・環境部長）

広報委員会 髙田　和夫 山㟢（常務理事）

車両技術委員会【新設】 松田　直樹 佐竹（役員待遇審議役）

全ト協会長・副会長の担務一覧
　

７
月
１
日
付
で
物
流
・
自

動
車
局
長
に
就
任
し
︑
お
よ

そ
20
年
ぶ
り
に
物
流
・
自
動

車
行
政
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
︒

　

20
年
ほ
ど
前
は
自
動
車
局

貨
物
課
総
括
補
佐
と
し
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り

巻
く
様
々
な
課
題
の
解
決
に

向
け
て
︑
業
界
の
皆
様
方
と

議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
︒

国
家
公
務
員
と
し
て
34
年
目

を
迎
え
ま
し
た
が
︑
公
務
員

と
し
て
の
私
の
青
春
時
代
は

物
流
・
自
動
車
行
政
と
と
も

に
あ
り
ま
し
た
︒
再
び
物
流

・
自
動
車
行
政
に
携
わ
る
こ

と
と
な
り
︑
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
︒

　

物
流
・
自
動
車
局
が
誕
生

し
て
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

は
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
︒
７
月
か
ら
は
︑
私

に
加
え
て
岡
野
大
臣
官
房
総

括
審
議
官
に
も
物
流
・
自
動

車
行
政
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
︑

﹁
２
頭
体
制
﹂
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
︒

　

今
後
も
︑
国
土
交
通
省
と

し
て
︑
組
織
を
挙
げ
て
物
流

を
取
り
巻
く
課
題
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

す
︒

石
原　

大　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
長

沓
掛　

敏
夫　

国
土
交
通
省
道
路
局
長

岡
野　

ま
さ
子　

国
土
交
通
省
大
臣
官
房
総
括
審
議
官

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
物
流

は
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
お

り
︑
国
土
交
通
省
と
し
て
も

物
流
・
自
動
車
行
政
に
関
す

る
体
制
を
強
化
す
る
た
め
︑

７
月
１
日
付
で
大
臣
官
房
総

括
審
議
官
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
︒

　

３
年
ほ
ど
前
に
も
︑
審
議

官
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
皆
様
方
に
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
︒
私
が

審
議
官
を
務
め
て
い
た
令
和

５
年
は
︑
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
﹁
標
準
的
運
賃
﹂

と
﹁
荷
主
対
策
の
深
度
化
﹂

の
制
度
に
つ
い
て
︑
当
分
の

間
の
措
置
と
す
る
よ
う
︑
坂

本
前
会
長
が
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
業
界
を
牽
引
し
て

お
ら
れ
︑
敬
服
し
た
と
い
う

思
い
出
が
あ
り
ま
す
︒

　

本
日
は
︑
６
年
に
開
催
さ

れ
た
全
ト
協
﹁
新
年
賀
詞
交

歓
会
﹂
で
皆
様
が
着
用
し
て

お
ら
れ
た
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
着
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

こ
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
は
︑
背
中

に
﹁
改
革
・
進
化
﹂
と
書
か

れ
て
お
り
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の﹁
改
革
・
進
化
﹂

を
何
と
し
て
も
成
し
遂
げ
る

と
い
う
強
い
思
い
を
決
し
て

忘
れ
ず
に
︑
私
た
ち
も
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
︒

中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
︵
中
央
︶

専門紙誌記者との会見に臨み（写真㊤）、丁寧に質問に答える寺岡洋一会長（写真㊦）（7月10日、第一ホテル東京）

石原大局長沓掛敏夫局長

岡野まさ子総括審議官

石
原
大
物
流
・
自
動
車
局
長
︵
右
か
ら
３
人
目
︶
と
岡
野
ま
さ
子

大
臣
官
房
総
括
審
議
官
︵
左
か
ら
３
人
目
︶

鶴
田
浩
久
総
合
政
策
局
長
︵
中
央
︶

寺
岡
会
長
・
坂
本
最
高
顧
問
を
先
頭
に

寺
岡
会
長
・
坂
本
最
高
顧
問
を
先
頭
に

３
団
体
で
国
交
省
幹
部
を
表
敬
訪
問

３
団
体
で
国
交
省
幹
部
を
表
敬
訪
問

沓
掛
敏
夫
道
路
局
長
︵
中
央
︶

「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
」の
実
効
に
向
け
寺
岡
会
長
が
強
い
決
意
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～速度編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		高速自動車国道の本線車道で、道路標識等による指定がされていない
ところでは、時速50キロに達しない速度で通行してはならない。　　
（	○・×	）

❷	 	道路標識等により速度が指定されていない一般道路における大型貨物
自動車の法定最高速度は時速60キロである。（	○・×	）

❸	 	大型貨物自動車および特定中型貨物自動車（いずれも車両をけん引す
るものを除く）が高速自動車国道等を通行する時の最高速度は時速80
キロである。（	○・×	）

❹	 	高速になると視力が低下して、近くのものはよく見えるが、遠くのも
のが見えにくくなる。（	○・×	）

❺	カーブなどで作用する遠心力は速度が２倍になれば２倍になる。　
（	○・×	）

（解答は7面）

地球環境待ったなし エコドライブ実践！ 〔第139回〕

　多くの地方で梅雨が明けました。そうなると、いよいよ本格
的な夏の到来です。梅雨期の安全運転のポイントとして、雨天
時の運転が挙げられますが、近年は地球温暖化の影響もあ
り、梅雨明けから秋にかけて台風や大雨による風水害の被害が
頻発しています。台風・大雨への備えについて理解を深めてお
くとともに、エコドライブを徹底しましょう。

●異常気象時の対応を理解しておく

Ａさん「今年の梅雨明けは例年よりも早い地域が多かったね」
Ｂさん「そうだね。梅雨の長さも例年に比べて短いように感じ

たね。雨の中を運転するのは、視界が悪くなったり、停
止距離が延びたりして、すごく神経を使うから、梅雨明
けはうれしいよ」

Ａさん「ただ、そうも言ってられないんだな。最近は梅雨が明け
ると、台風や大雨などの異常気象にも注意しなきゃい
けなくなってきている」

Ｂさん「そうだね。ニュースなどでは記録的大雨や線状降水帯
などの言葉をよく聞くしね。線状降水帯なんて言葉は
最近まで聞いたことがなかったもんね」

Ａさん「それだけ環境が変化しているということだね。国土交
通省では、大雨や暴風の際の基準を定めていて、大雨
の時は、１時間降水量が50ミリを超えると車の運転が
危険であるため、輸送することは適切ではないとして
いる。また暴風時も、風速30メートルを超えると走行
中のトラックが横転する危険があるとしている」

Ｂさん「たしか、大雨は30～50ミリでハイドロプレーニングの
危険も高まるといわれているし……。こうした情報は
運行管理者から僕たちドライバーに指示が出されるこ
となんだけれど、僕たちもこうした知識を理解してお
くことが大事だね。運行管理者の判断を待つよりも、
現場から状況を伝えて運行管理者の判断を仰ぐことも
できるからね」

Ａさん「そうだね。大雨や暴風時はいかに素早くかつ正しい判
断をするかが重要だから、ドライバーがこうした知識を
理解しておくことは本当に大切だと思うよ」

●エコドライブの徹底

Ｂさん「こうした大雨や暴風といった異常気象時に運転する際
は細心の注意を払うこと、状況によっては一時運行を
停止して様子をみることが必要なのは分かるんだけれ
ど、やっぱり荒天時の運転は大変なんだよね。こうし
た異常気象の原因の一つが地球温暖化などによる環
境の悪化といわれているけれど、環境を良くするため
にも僕らにできることはないかな」

Ａさん「車を運行しているというのは、それだけで環境に負荷
をかけているからね。だからこそ、僕たちドライバーは
エコドライブを徹底する必要があると思うんだ。Ｂさ
んは何か実践していることはあるかい」

Ｂさん「エコドライブでは実践項目として『エコドライブ10の
すすめ』があるけれど、緩やかにアクセルを踏み込む
ことや車間距離の確保、減速時の早めのアクセルオ
フ、無駄なアイドリングの防止なんかを心がけている
よ。それと燃費を意識して運転していることかな。た
だ、こんなことはドライバーとしては当たり前のことだ
と思うね。その一方で、エコドライブが本当に環境の
改善に繋がっているのかなと思うことがときどきある
よ」

Ａさん「そうだね。エコドライブの実践については、なかなか実
践できる人がいないから常に呼びかけられているんだ
と思うよ。確かにドライバー一人ひとりのエコドライブ

だけでは、この環境悪化を食い止めることはできな
い。でも、全員が意識してエコドライブを実践した
ら、環境は改善していくと思うんだ。また、エコドライ
ブは安全運転に繋がり、事故を減らすことにも繋がる
と思うよ」

Ｂさん「そうだね。世の中を変えていくのは、一人ひとりの努力
ということだね。前よりもやる気が出てきたよ」

Ａさん「その意気で、頑張って。僕らプロドライバーが率先して
エコドライブを実践することで、一般の人にももっと
浸透していくはず。車を運転する人全員が、環境のこ
とを考えて運転する日が来るといいな」

受
診
﹂
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

こ
と
を
指
摘
し
た
︒

　

ま
た
︑
勤
務
実
態
と
事
故

と
の
関
係
を
同
委
員
会
が
独

自
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
︑
図

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
同
総
括
の

中
で
︑﹁
国
の
安
全
施
策
と

同
委
員
会
と
の
連
携
強
化
の

必
要
性
﹂︑﹁
事
故
当
事
者
が

死
亡
︑
記
録
の
消
失
に
よ
る

調
査
困
難
な
ケ
ー
ス
へ
の
対

応
の
必
要
性
﹂︑﹁
再
発
防
止

策
の
事
業
者
・
運
転
者
へ
の

浸
透
強
化
が
必
要
﹂
︱
︱
と

の
課
題
を
挙
げ
た
上
で
︑
今

後
の
新
し
い
取
り
組
み
の
方

向
性
と
し
て
︑﹁
国
の
施
策

と
の
連
携
を
意
識
し
た
調
査

・
分
析
の
実
施
﹂︑﹁
事
業
者

以
外
に
も
調
査
協
力
を
依
頼

す
る
な
ど
︑
原
因
分
析
に
有

効
な
情
報
を
収
集
強
化
﹂︑

﹁
調
査
報
告
書
を
よ
り
一
層

活
用
し
て
も
ら
え
る
取
り
組

み
の
推
進
﹂
︱
︱
な
ど
を
挙

げ
た
︒

 

構
成
員
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施

第
３
回
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
に

関
す
る
検
討
会
」

　

国
土
交
通
省
は
７
月
10

日
︑
第
３
回
﹁
２
０
３
０
年

度
に
向
け
た
総
合
物
流
施
策

大
綱
に
関
す
る
検
討
会
﹂（
座

長
:
根
本
敏
則
敬
愛
大
学

特
任
教
授
）
を
開
催
し
た
︒

　

同
検
討
会
は
︑
次
期
﹁
総

合
物
流
施
策
大
綱
﹂
の
策
定

に
向
け
て
︑
今
後
の
物
流
施

策
の
在
り
方
に
つ
い
て
提
言

を
得
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
︒
今
回
か
ら
３
回

に
わ
た
り
︑
構
成
員
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
︒
今
回
は
︑
北
條
英
日
本

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
協

会
理
事
・
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
総
合
研

究
所
所
長
︑
根
本
座
長
︑
奥

山
理
志
い
す
ゞ
自
動
車
㈱
常

務
執
行
役
員
経
営
業
務
部
門

Ｓ
Ｖ
Ｐ
（Senior Vice-

President

）
Ｓ
Ｖ
Ｐ
渉
外

担
当
役
員
︑
小
菅
泰
治
ヤ
マ

ト
運
輸
㈱
取
締
役
会
長
︑
小

野
塚
征
志
㈱
ロ
ー
ラ
ン
ド
・

ベ
ル
ガ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
︑
森

信
介
花
王
㈱
執
行
役
員
Ｓ
Ｃ

Ｍ
部
門
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
長
︑
服
部
充
宏
ア
ク

ス
ル
㈱
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
本
部

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
統
括
部
長
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
11
月
開

催
予
定
の
第
８
回
検
討
会
で

提
言
の
取
り
ま
と
め
を
実

施
︒
同
提
言
を
基
に
︑
令
和

７
年
度
末
ま
で
に
政
府
と
し

て
次
期
総
合
物
流
施
策
大
綱

を
閣
議
決
定
す
る
予
定
︒

 

﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂
利

用
促
進
支
援
事
業
費
補
助

金
３
次
公
募
を
開
始

８
月
20
日
㈬
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

荷
役
作
業
の
効
率
化
の
た
め

の
﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

の
利
用
促
進
支
援
事
業
費
補

助
金
の
３
次
公
募
を
行
っ
て

い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
レ
ン
タ
ル
パ
レ
ッ

ト
事
業
を
営
む
事
業
者
か

ら
︑補
助
対
象
要
件
パ
レ
ッ
ト

（
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
・
Ｔ

11
型
:
レ
ン
タ
ル
）
を
導

入
す
る
荷
主
・
物
流
事
業
者

等
に
対
し
︑
荷
役
作
業
の
効

率
化
に
取
り
組
む
事
業
お
よ

び
︑
補
助
対
象
要
件
パ
レ
ッ

ト
を
効
果
的
に
活
用
し
物
流

改
善
に
取
り
組
む
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す

る
も
の
︒
標
準
仕
様
パ
レ
ッ

ト
の
導
入
お
よ
び
管
理
に
あ

た
り
必
要
な
設
備
・
機
器
の

導
入
費
用
︑
既
存
設
備
の
改

修
費
用
︑
現
有
自
社
パ
レ
ッ

ト
の
処
分
費
用
が
補
助
対
象

と
な
る
︒

　

補
助
金
の
補
助
率
は
２
分

の
１
（
上
限
あ
り
）︒
申
請

受
付
締
切
は
︑
８
月
20
日
㈬

16
時
（
必
着
）︒
補
助
対
象

事
業
者
へ
の
交
付
決
定
は
９

月
上
旬
を
予
定
し
て
い
る
︒

　

詳
細
は
︑
同
補
助
金
特
設

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
を

参
照
︒

事
故
を
５
パ
タ
ー
ン
に
分

類
、
再
発
防
止
策
の
傾

向
が
判
明

事
故
調
「
10
年
総
括
」
を
公
表

　

国
土
交
通
省
は
７
月
４

日
︑
事
業
用
自
動
車
事
故
調

査
委
員
会
﹁
10
年
総
括
﹂
を

取
り
ま
と
め
︑
公
表
し
た
︒

　

同
委
員
会
で
は
︑
委
員
会

が
発
足
し
た
平
成
26
年
か
ら

令
和
５
年
度
（
６
年
３
月
）

ま
で
に
議
決
さ
れ
た
58
件
の

事
故
に
つ
い
て
分
析
︒
①
過

労
運
転
に
よ
る
居
眠
り
事

故
︑
②
体
調
急
変
や
体
調
不

良
に
よ
る
事
故
︑
③
前
方
不

注
意
（
脇
見
運
転
）
に
よ
る

事
故
︑
④
速
度
超
過
状
態
で

走
行
す
る
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
の

横
転
事
故
︑
⑤
周
囲
の
状
況

や
積
荷
に
合
わ
せ
た
適
切
な

運
転
操
作
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
発
生
し
た
事
故
︱
︱
の

５
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
た
と

こ
ろ
︑
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た

再
発
防
止
策
の
傾
向
が
判
明

︵
表
︶︒
パ
タ
ー
ン
①
③
④
⑤

で
は﹁
運
転
者
教
育
の
充
実
﹂

が
特
に
求
め
ら
れ
る
ほ
か
︑

パ
タ
ー
ン
②
で
は
﹁
運
行
中

の
運
転
者
か
ら
の
体
調
不
良

の
申
告
へ
の
迅
速
な
対
応
﹂や

﹁
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の

運
統
括
部
長
が
新
副
部
会
長

に
選
任
さ
れ
た
︒ 

　

７
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

安
全
対
策
の
推
進
︑
物
流
改

正
法
等
へ
の
対
応
︑
適
正
運

賃
等
へ
の
取
り
組
み
な
ど
６

施
策
を
柱
に
部
会
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

ま
た
議
事
終
了
後
に
は
︑

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
︑
海

上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
輸
送
に

お
け
る
港
湾
エ
リ
ア
等
の
安

全
対
策
を
テ
ー
マ
に
︑
行
政

・
港
湾
運
送
事
業
者
・
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
・
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
参
加
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
︒

様
々
な
角
度
か
ら
の
議
論
を

通
じ
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

輸
送
に
お
け
る
事
故
防
止
対

策
に
関
す
る
理
解
を
深
め
た
︒

令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
等

を
承
認

第
80
回
鉄
鋼
部
会

　

第
80
回
鉄
鋼
部
会
（
三
村

文
雄
部
会
長
）
が
７
月
８
日

に
岡
山
県
岡
山
市
で
開
催
さ

れ
︑
令
和
６
年
度
事
業
報
告

・
７
年
度
事
業
計
画
の
両
案

や
︑
役
員
改
選
等
に
つ
い
て

審
議
・
承
認
し
た
︒

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
︑Ｊ
Ｆ
Ｅ
物
流
㈱（
東

京
都
）の
仲
原
剛
毅
取
締
役
︑

野
中
産
業
㈱
（
福
岡
県
）
の

野
中
真
一
郎
代
表
取
締
役
が

新
副
部
会
長
に
選
任
さ
れ
た
︒

　

７
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

①
特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す

る
諸
課
題
改
善
（
関
係
行
政

と
の
連
携
強
化
）︑
②
荷
主

団
体
と
連
携
し
た
関
係
法
令

に
関
す
る
諸
課
題
改
善
︑
③

鋼
材
輸
送
に
関
す
る
安
全
対

策
︱
︱
の
推
進
な
ど
５
項
目

を
掲
げ
て
部
会
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
︑
次
回
総
会

に
つ
い
て
は
︑
大
阪
府
で
開

安
全
対
策
・
物
流
改
正
法
等

へ
の
対
応
な
ど
推
進

第
67
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

　

７
月
３
日
︑
第
67
回
海
上

コ
ン
テ
ナ
部
会
（
藤
木
幸
二

部
会
長
）
が
静
岡
県
静
岡
市

で
開
催
さ
れ
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
６
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
７
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
︒
ま
た
︑
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
︑
日
本
通
運
㈱
フ
ォ
ワ
ー

デ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

（
全
国
）
の
松
尾
卓
国
際
海

催
予
定
と
し
た
︒

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
貨

物
流
通
事
業
課
の
佐
々
木
優

香
主
査
が
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

を
取
り
巻
く
最
近
の
諸
情

勢
﹂と
題
し
講
演
を
行
っ
た
︒

３
号
連
続
で

ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
健
康
づ
く

り
啓
発
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み

今
号
は
﹁
睡
眠
﹂・﹁
禁
煙
﹂

が
テ
ー
マ

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
令
和
７
年
２
月
28
日
開

催
の
第
23
回
﹁
労
働
安
全
・

災
害
防
止
委
員
会
﹂
に
お
い

て
︑
厚
生
労
働
省
・
全
国
健

康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）・
健
康
保
険
組
合
連
合
会

（
健
保
連
）と
連
携
し
た﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
づ
く
り
﹂

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
︒

　

こ
の
ほ
ど
そ
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
︑
Ａ
４
判
両

面
印
刷
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
啓
発
用
チ
ラ
シ
を
︑
全

ト
協
・
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保

連
の
連
名
で
作
成
︒﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
の
今
号
か
ら
︑

次
号
・
次
々
号
と
３
号
連
続

で
封
入
す
る
︒
今
号
に
折
り

込
ま
れ
る
の
は
︑﹁
い
い
仕
事

は
快
適
な
睡
眠
か
ら
﹂︵
写

真
①
︶︑﹁
運
転
中
だ
け
た
ば

こ
を
お
休
み
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
﹂︵
写
真
②
︶の
２
種
類
︒

　

全
ト
協
で
は
会
員
事
業
者

に
対
し
︑
社
内
で
掲
示
・
回

覧
を
行
う
な
ど
︑
社
内
の
健

康
づ
く
り
に
活
用
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
︒
な
お
︑

同
チ
ラ
シ
は
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
︵
二

次
元
コ
ー
ド
︶

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

能
︒

下
川
熊
本
県
ト
協
会
長
㊥
と
前
川

熊
本
建
協
会
長
㊨
が
菰
田
県
土
木

部
長
㊧
に
要
望
書
を
提
出
︵
７
月
１

日
、
熊
本
県
庁
︶

（
７
月
20
日
〜
31
日
）

▽
７
月
22
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
７
月
24
日

・
女
性
部
会
全
国
代
表
者
協
議
会

▽
７
月
25
日

・
第
43
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
７
月
28
日

・
第
55
回
引
越
部
会

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
利
用
促

進
求
め
県
土
木
部
に
対
し
県

建
設
業
協
会
と
共
同
要
望
書

を
提
出熊

本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

下
川
公
一
郎
会
長
は
７
月
１

日
︑
熊
本
県
建
設
業
協
会
の

前
川
浩
志
会
長
と
と
も
に
熊

本
県
庁
土
木
部
を
訪
れ
︑
木

村
敬
熊
本
県
知
事
宛
て
の

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
及
び

建
設
業
関
係
施
策
に
関
す
る

要
望
書
﹂
を
︑
菰
田
武
志
県

土
木
部
長
に
提
出
し
た
︒

　

要
望
書
で
は
︑
両
団
体
が

安
定
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
及

び
高
品
質
な
建
設
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
し
︑
国
民
や
荷
主
・

施
主
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社

会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
︑
①
公
共
工
事
や
民

間
工
事
に
お
け
る
違
法
な
自

家
用
ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）

利
用
の
撲
滅
と
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）
の
積
極
的

使
用
︑
②
建
設
工
事
に
従
事

す
る
ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）

運
転
者
並
び
に
建
設
工
事
従

事
者
の
労
働
時
間
規
制
の
遵

守
︑
③
物
流
基
盤
の
早
急
な

整
備
︱
︱
に
つ
い
て
要
望
︒

公
共
工
事
や
民
間
工
事
に
お

い
て
︑事
業
用（
緑
ナ
ン
バ
ー
）

ト
ラ
ッ
ク
（
ダ
ン
プ
）
を
積

極
的
に
利
用
す
る
こ
と
な
ど

を
求
め
る
要
望
書
を
手
交

︵
写
真
︶
す
る
と
と
も
に
︑

３
者
間
で
の
意
見
交
換
を
行

っ
た
︒

表　パターンごとの主な再発防止策

パターン

主な再発防止策

① 過労運転による居
眠り事故

② 体調急変や体調不
良による事故

③ 前方不注意（脇見
運転）による事故

④ 速度超過状態で走
行するセミトレー
ラの横転事故

⑤ 周囲の状況や積荷
に合わせた適切な
運転操作ができな
かったため発生し
た事故

運転者教育の充実 ● ● ● ●
運転者自身の健康状態について気
軽に相談できる職場環境の整備 ● ●

点呼における疾病・疲労等の状況
報告、病気の前兆の把握 ● ●

適切な運行指示、運行指示の徹底 ● ● ●
安全運転支援装置の普及と正しい
活用 ● ● ● ● ●

図　勤務実態と事故との関係
○過重性・不規則性のリスクが大きい勤務形態※１

⇒パターン①の約 50％、パターン③の約 40％に該当

○休日明けにおける事故発生リスク※２
⇒ 休日明け 1 日目が 16 件（発生比率 0.06）、4 日目が 12 件（同

0.09）、11 日目以上が 5 件（同 0.2）と、連続勤務日数が長期化す

ると事故発生の可能性が高まる可能性が考えられる。

※１　 拘束時間等改善基準告示の超過状況、深夜早朝勤務、不規則な勤
務などの指標から、委員会独自に判定

※２　 発生比率は、（分子：休日明け勤務日数別事故発生件数／分母：休
日明け勤務日数別勤務数の合計）により算出

第67回海上コンテナ部会（7月3日、ホテルグラ
ンヒルズ静岡）

第80回鉄鋼部会（7月8日、岡山プラザホテル）

全日本トラック協会全日本トラック協会公式SNS公式 SNS
　 全 日 本 ト ラ ッ ク 協 会 で は、 公 式 SNS（LINE、 Ｘ、
YouTube）を開設しており、全ト協会員事業者の皆様方に
有益な情報を発信しています。
　お持ちのスマートフォンやタブレット端末から、下記二
次元コードにアクセスし、各 SNS のご登録をいただきます
よう、なにとぞよろしくお願いいたします。

﹁
荷
主
・
運
送
事
業
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
共
同

輸
送
の
手
引
書
﹂
を
取

り
ま
と
め

「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
」
に
お
け
る

取
り
組
み
の
成
果
な
ど
紹
介

　

経
済
産
業
省
で
は
こ
の
ほ

ど
︑﹁
荷
主
・
運
送
事
業
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
共
同

輸
送
の
手
引
書
﹂︵
写
真
︶

を
取
り
ま
と
め
︑公
表
し
た
︒

　

経
産
省
製
造
産
業
局
自
動

車
課
が
主
導
す
る
﹁
物
流
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
﹂
で
は
︑
荷
主
・
運

送
事
業
者
・
車
両
の
物
流
・

商
流
デ
ー
タ
連
携
と
物
流
機

能
の
自
動
化
に
よ
る
最
適
物

流
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
︒

そ
の
中
で
︑
幹
線
輸
送
に
お

け
る
積
載
率
の
向
上
を
目
的

に
︑﹁
物
流
サ
ー
ビ
ス
提
供
者

（
Ｓ
Ｐ
）﹂
が
複
数
の
荷
主

と
運
送
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
共
同
輸
送
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

同
手
引
書
で
は
︑
物
流
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
に
お
け
る
取
り
組
み

の
成
果
を
中
心
に
︑
共
同
輸

送
の
実
施
に
よ
り
期
待
さ
れ

る
効
果
︑
参
画
条
件
︑
対
応

事
項
︑
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま

と
め
て
い
る
ほ
か
︑
共
同
輸

送
を
提
供
す
る
Ｓ
Ｐ
と
し
て

の
先
行
事
例
も
紹
介
し
て
い

る
︒

　

同
手
引
書
は
︑
経
産
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
二
次
元
コ
ー

ド
︶
に
て
公

開
さ
れ
て
い

る
︒

荷主・運送事業者の
マッチングによる
共同輸送の手引書荷主・運送事業者の

マッチングによる
共同輸送の手引書

製造産業局  自動車課

製造産業局  自動車課

経 産 省
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

６
年
度
は
︑
荷
主
と
物
流

事
業
者
と
の
物
品
の
運
送
ま

た
は
保
管
に
係
る
継
続
的
な

取
引
を
対
象
に
︑
同
調
査
を

実
施
（
調
査
対
象
事
業
者

:
荷
主
向
け
３
万
名
︑
物

流
事
業
者
向
け
４
万
名
︒
回

収
数
:
荷
主
向
け
１
万
５

１
５
９
名
︑
物
流
事
業
者
向

け
１
万
２
５
９
２
名
）︒
ま
た
︑

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
︑
現
下

の
労
務
費
︑
原
材
料
価
格
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
等
の
コ

ス
ト
上
昇
分
の
取
引
価
格
へ

の
反
映
の
必
要
性
に
つ
い
て

協
議
を
す
る
こ
と
な
く
取
引

価
格
を
据
え
置
く
行
為
等
が

疑
わ
れ
る
事
案
に
関
し
て
︑

荷
主
１
０
０
名
に
対
す
る
立

入
調
査
を
実
施
し
た
︒

① 

注
意
喚
起
文
書
の
送
付

　

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
︑

独
占
禁
止
法
上
の
問
題
に
繋

が
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を

行
っ
た
荷
主
６
４
６
名
に
対

し
︑
具
体
的
な
懸
念
事
項
を

明
示
し
た﹁
注
意
喚
起
文
書
﹂

を
送
付
し
た
︒

　

注
意
喚
起
文
書
を
送
付
し

た
荷
主
の
業
種
別
内
訳
は
︑

表
１
の
通
り
︒

　

ま
た
︑
問
題
に
繋
が
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て

の
回
答
を
行
為
類
型
別
に
み

る
と
︑﹁
不
当
な
給
付
内
容

の
変
更
お
よ
び
や
り
直
し
﹂︑

﹁
代
金
の
支
払
遅
延
﹂︑﹁
買

い
た
た
き
﹂
の
順
に
多
か
っ

た
︵
表
２
︶︒

② 

独
占
禁
止
法
上
の
問
題
に

繋
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
主

な
事
例

　

図
１
で
は
︑
独
禁
法
上
の

問
題
に
繋
が
る
お
そ
れ
の
あ

る
主
な
事
例
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
る
︒

　

６
年
度
は
︑
荷
主
と
物
流

事
業
者
と
の
取
引
に
関
す
る

優
越
的
地
位
の
濫
用
事
案
に

つ
い
て
︑１
件
の
法
的
措
置
︑

１
件
の
警
告
︑
29
件
の
注
意

を
行
っ
た
︒

① 

法
的
措
置
︵
６
年
12
月
12

日　

確
約
計
画
の
認
定
︶

家
具
を
車
両
に
積
み
込
む
業

務
お
よ
び
オ
フ
ィ
ス
家
具
の
梱

包
材
等
の
残
材
を
引
き
渡
す

業
務
を
い
う

③
注
意

　

注
意
対
象
と
な
っ
た
業
種

を
み
る
と
︑協
同
組
合
※４
（
４

件
）︑
建
築
材
料
︑
鉱
物
・

金
属
材
料
等
卸
売
業（
同
）︑

道
路
貨
物
運
送
業（
３
件
）︑

物
品
賃
貸
業
（
同
）︑
生
産

用
機
械
器
具
製
造
業（
同
）︑

倉
庫
業
（
２
件
）︑
飲
食
料

品
卸
売
業（
同
）な
ど
で
あ
る
︒

　

ま
た
︑
注
意
対
象
と
な
っ

た
行
為
類
型
を
み
る
と
︑﹁
買

い
た
た
き
﹂
が
57
件
※５
中
22

件
と
最
も
多
く
︑次
い
で
﹁
不

当
な
給
付
内
容
の
変
更
お
よ

び
や
り
直
し
﹂
が
15
件
︑﹁
不

当
な
経
済
上
の
利
益
の
提
供

要
請
﹂
お
よ
び
﹁
代
金
の
減

額
﹂
が
各
７
件
で
あ
る
︒

※４
農
産
物
の
販
売
事
業
等
を
営

む
協
同
組
合

※５
一
つ
の
事
案
に
お
い
て
複
数
の

行
為
類
型
に
つい
て
注
意
を
行

っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

注
意
件
数
︵
29
件
︶
と
行
為

類
型
の
内
訳
の
合
計
数
︵
57

件
︶
と
は
一
致
し
な
い

②
警
告
︵
６
年
11
月
28
日
︶

　

㈱
イ
ト
ー
キ
は
︑
オ
フ
ィ

ス
家
具
の
運
送
︑
搬
入
︑
組

立
て
︑
据
付
け
お
よ
び
搬
出

の
業
務
（
以
下
︑
本
件
運
送

業
務
）
を
委
託
す
る
物
流
事

業
者
に
対
し
て
︑﹁
時
間
外

費
※２
の
対
象
を
納
品
場
所
で

の
業
務
に
要
し
た
時
間
に
限

る
こ
と
に
よ
り
︑
納
品
場
所

以
外
で
の
業
務
﹂︑﹁
本
件
運

送
業
務
に
係
る
特
定
の
附
帯

業
務
※３
﹂
︱
︱
を
無
償
で
行

わ
せ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
︒

※２
基
礎
作
業
時
間
を
超
え
て
行

わ
れ
た
業
務
に
支
払
わ
れ
る

加
算
額
を
い
う

※３
物
流
事
業
者
が
、
オ
フ
ィ
ス

　

公
取
委
は
︑
橋
本
総
業
㈱

に
対
し
︑
同
社
の
物
流
事
業

者
※１
に
対
す
る
行
為
が
独
占

禁
止
法
上
の
規
定
に
違
反
す

る
疑
い
が
あ
る
も
の
と
し
て
︑

確
約
手
続
通
知
を
行
っ
た
と

こ
ろ
︑
同
社
か
ら
確
約
計
画

の
認
定
申
請
が
あ
り
︑
当
該

契
約
が
独
禁
法
に
規
定
す
る

認
定
要
件
に
適
合
す
る
と
認

め
︑当
該
計
画
を
認
定
し
た
︒

　

同
社
が
物
流
事
業
者
に
対

し
て
行
っ
た
行
為
は
︑
図
２

の
通
り
で
あ
る
︒

※１
物
流
特
殊
指
定
の
備
考
第
２

項
に
規
定
す
る
特
定
物
流
事

業
者
に
該
当
す
る
事
業
者
を

い
う

運
送
事
業
者
に
対
し　

優
越
的
地
位
を
濫
用
す
る

運
送
事
業
者
に
対
し　

優
越
的
地
位
を
濫
用
す
る

荷
主
に
関
す
る
情
報
提
供
を
強
く
呼
び
か
け
！

荷
主
に
関
す
る
情
報
提
供
を
強
く
呼
び
か
け
！

公
取
委
「
令
和
６
年
度
に
お
け
る
荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の
取
引
に
関
す
る
調
査
結
果
・
優
越
的
地
位
の
濫
用
事
案
の
処
理
状
況
」

公
取
委
「
令
和
６
年
度
に
お
け
る
荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の
取
引
に
関
す
る
調
査
結
果
・
優
越
的
地
位
の
濫
用
事
案
の
処
理
状
況
」

「荷主と運送事業者との取引環境改善」を目指して「荷主と運送事業者との取引環境改善」を目指して

　

公
取
委
は
︑
今
回
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
︑
関
係
省
庁

お
よ
び
関
係
団
体
を
通
じ
て

周
知
徹
底
を
図
り
︑
違
反
行

為
の
未
然
防
止
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
︒

　

ま
た
︑
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
及
び
下
請
中
小

企
業
振
興
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
７
年
法
律
第
41

号
）
に
よ
る
改
正
（
８
年
１

月
１
日
か
ら
施
行
）
後
の
下

請
法
（
以
下
︑
中
小
受
託
取

引
適
正
化
法
）
の
対
象
取
引

に
特
定
運
送
業
務
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
こ
と
を
踏

ま
え
︑
公
取
委
は
今
後
も
︑

荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の
取

引
に
関
す
る
実
態
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
︑
独
禁
法
上

の
優
越
的
地
位
の
濫
用
や
中

小
受
託
取
引
適
正
化
法
の
禁

止
行
為
に
あ
た
り
得
る
具
体

的
な
事
案
に
接
し
た
場
合
に

は
︑
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ

き
厳
正
か
つ
機
動
的
に
対
処

し
て
い
く
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
公
取
委
で
は
︑﹁
不

当
な
し
わ
寄
せ
に
関
す
る
下

請
法
の
相
談
﹂
や
﹁
買
い
た

た
き
な
ど
の
違
反
行
為
が
疑

わ
れ
る
親
事
業
者
に
関
す
る

情
報
提
供
﹂︑﹁
労
務
費
の
転

嫁
に
関
す
る
情
報
提
供
﹂
な

ど
に
つ
い
て
︑
公
取
委
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
相
談
・
申
告

・
情
報
提
供
・
手
続
等
窓

口
﹂︵
二
次
元

コ
ー
ド
︶
に
て

受
け
付
け
て

お
り
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
に
対
し
て

積
極
的
な
情
報
提
供
を
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

 

Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
マ
ニュ
ア
ル
の

簡
易
版
を
作
成

ポ
イ
ン
ト
絞
り

分
か
り
や
す
く
解
説

　

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
︑

﹁
自
動
車
運
送
事
業
者
に
お

け
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
~
Ｓ
Ａ
Ｓ

対
策
の
必
要
性
と
活
用
~
﹂

の
簡
易
版
を
作
成
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
同
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
通
じ
て
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
普

及
を
促
進
す
る
こ
と
で
︑
早

期
の
発
見
と
治
療
が
な
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
る
が
︑
今

般
︑
よ
り
多
く
の
自
動
車
運

送
事
業
者
に
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
つ
い

て
理
解
し
て
も
ら
う
目
的

で
︑
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
簡

易
版
の
Ｓ
Ａ
Ｓ
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
た
︒

　

ま
た
併
せ
て
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
本
編
も
更

新
︒
記
載
内
容
の
改
善
・
追

加
や
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
起
因
す
る

と
疑
わ
れ
る
交
通
事
故
等
事

例
の
追
加
を
行
っ
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
者
に
対
し
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ

に
起
因
す
る
居
眠
り
運
転
や

漫
然
運
転
に
よ
る
事
故
の
防

止
を
図
る
た
め
︑
同
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
︑
Ｓ
Ａ
Ｓ
対

策
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　

同
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
本
編
お

よ
び
簡
易
版
は
国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
／
二
次
元

コ
ー
ド
①
）
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
能
で
あ
る
ほ
か
︑
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
Ｈ
Ｐ
に
も

関
連
資
料
等
と
と
も
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
︵
二
次
元
コ
ー
ド

②
︶︒

改
正
下
請
法
に
関
す
る

規
則
案
へ
の
パ
ブ
コ
メ
を

募
集

8
月
15
日
㈮
ま
で

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
︑

﹁
下
請
代
金
支
払
遅
延
等
防

止
法
及
び
下
請
中
小
企
業
振

興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
﹂（
令
和
７
年
法
律
第
41

号
︒施
行
:
８
年
１
月
１
日
）

の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る

規
則
等
の
整
備
を
す
る
た
め
︑

﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
中
小

受
託
事
業
者
に
対
す
る
代
金

の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止
に

関
す
る
法
律
第
四
条
の
明
示

に
関
す
る
規
則
﹂
案
等
を
作

成
し
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
て
い
る
︒

　

意
見
募
集
対
象
は
︑
以
下

の
通
り
︒

①
﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
中

小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代

金
の
支
払
等
の
遅
延
等
の
防

止
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の

明
示
に
関
す
る
規
則
﹂
案

②
﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
中

小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代

金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止

に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
率
を
定
め

る
規
則
﹂
案

③
﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
中

小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代

金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止

に
関
す
る
法
律
第
七
条
の
書

類
等
の
作
成
及
び
保
存
に
関

す
る
規
則
﹂
案

④
﹁
製
造
委
託
等
に
係
る
中

小
受
託
事
業
者
に
対
す
る
代

金
の
支
払
の
遅
延
等
の
防
止

に
関
す
る
法
律
の
運
用
基

準
﹂
案

⑤
﹁
公
正
取
引
員
会
関
係
特

定
受
託
事
業
者
に
係
る
取
引

の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
﹂
改
正
案

⑥
﹁
特
定
受
託
事
業
者
に
係

る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す

る
法
律
の
考
え
方
﹂
改
正
案

　

意
見
提
出
期
限
は
︑
７
年

８
月
15
日
㈮
23
時
59
分
必

着
︒
意
見
提
出
に
関
す
る
詳

細
は
︑
公
取

委
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵
二
次

元
コ
ー
ド
︶

を
参
照
︒

❶
「
荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の
取
引
に
関
す
る
調
査
」
結
果

注
意
喚
起
文
書
送
付
事
例
で
は

注
意
喚
起
文
書
送
付
事
例
で
は

「
不
当
な
給
付
内
容
変
更
・
や
り
直
し
」
多
数

「
不
当
な
給
付
内
容
変
更
・
や
り
直
し
」
多
数

❸
公
取
委
に
お
け
る
今
後
の
取
り
組
み

違
反
行
為
に
対
し
て
は
厳
正
か
つ
機
動
的
に
対
処

違
反
行
為
に
対
し
て
は
厳
正
か
つ
機
動
的
に
対
処

違
反
行
為
を
行
う
荷
主
の
情
報
を
強
く
求
め
る

違
反
行
為
を
行
う
荷
主
の
情
報
を
強
く
求
め
る

❷
優
越
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
等
に
お
け
る
荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の

取
引
に
関
す
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
事
案
の
処
理
状
況

「
法
的
措
置
」
「
警
告
」
各
１
件
の
ほ
か

「
法
的
措
置
」
「
警
告
」
各
１
件
の
ほ
か

2929
件
に
対
し
て
「
注
意
」
を
実
施

件
に
対
し
て
「
注
意
」
を
実
施

　

公
正
取
引
委
員
会
は
６
月
24
日
︑
令
和
６
年

度
に
お
け
る
﹁
荷
主
と
物
流
事
業
者
と
の
取
引

に
関
す
る
調
査
結
果
﹂
お
よ
び
﹁
優
越
的
地
位

の
濫
用
事
案
の
処
理
状
況
﹂
を
公
表
し
た
︒

　

同
調
査
は
︑
荷
主
に
よ
る
物
流
事
業
者
に
対

す
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
を
規
制
す
る
観
点
か

ら
︑
独
占
禁
止
法
に
基
づ
き
﹁
特
定
荷
主
が
物

品
の
運
送
又
は
保
管
を
委
託
す
る
場
合
の
特
定

の
不
公
正
な
取
引
方
法
﹂（
平
成
16
年
公
正
取

引
委
員
会
告
示
第
１
号
︒
以
下
︑
物
流
特
殊
指

定
）
を
指
定
し
︑
そ
の
遵
守
状
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図１　独占禁止法上の問題に繋がるおそれのある行為
①不当な給付内容の変更およびやり直し ※（　）内は荷主の業種

● 荷主 A（飲食料品卸売業）は、物流事業者に対し、定期便として発注した運送業務
を集配送当日にキャンセルしたが、そのような突然のキャンセルに伴い物流事業者
が負担した車両の手配に要した費用を支払わなかった。

● 荷主Ｂ（協同組合）は、物流事業者に対し、自組合の選果場から自組合の小売店舗
までの農作物の運送を委託しているところ、当該物流事業者との間であらかじめ取
り決めていた出発時間について、選果場における突然の設備故障のため一方的に遅
らせる変更をしたが、その変更に伴い物流事業者が負担した追加費用（待機中の運
転手の人件費等）を支払わなかった。

● 荷主Ｃ（建築材料、鉱物・金属材料等卸売業）は、物流事業者との間で、積込時間
を朝からと取り決めていたにもかかわらず、実際には自社の都合で、到着時間を変
更しないまま積込時間を昼からに変更したが、その変更に伴い物流事業者が負担し
た追加費用（待機中の運転手の人件費、到着時刻に間に合わせるために利用した高
速道路通行料等）を支払わなかった。

②代金の支払遅延
● 荷主Ｄ（飲食料品小売業）は、物流事業者に対し、自社の事務処理が間に合わない

ことを理由に、あらかじめ定めた支払期日を超過して運賃を支払った。
● 荷主Ｅ（総合工事業）は、物流事業者に対し、自社の担当者が経理部門に請求書の

回付を失念していたことを理由に、あらかじめ定めた支払期日を超過して運賃を支
払った。

③買いたたき
● 荷主Ｆ（機械器具卸売業）は、物流事業者から、それまで無償で提供させていた附

帯業務の料金が上乗せされた見積書を受け取ったにもかかわらず、理由を一切説明
することなく、運賃を一方的に据え置いた。

● 荷主Ｇ（飲食店）は、物流事業者に対し、自社工場から自社が運営する飲食店舗ま
での食材等の運送を委託しているところ、労務費等のコスト上昇局面にあることを
認識しながら、物流事業者から、運賃の引上げを要請されなかったため、労務費の
コスト上昇分の反映の必要性について、価格交渉の場において明示的に協議するこ
となく運賃を据え置いた。

● 荷主Ｈ（機械器具卸売業）は、物流事業者に対し、自社の電子部品の保管を委託し
ているところ、労務費等のコスト上昇局面にあることを認識しながら、物流事業者
から保管料の引上げを要請されなかったため、エネルギーコスト等のコスト上昇分
の反映の必要性について、価格交渉の場において明示的に協議することなく保管料
を据え置いた。

④不当な経済上の利益の提供要請
● 荷主Ｉ（その他の卸売業）は、物流事業者に対し、契約では、運送の委託しかして

いないにもかかわらず、運送した荷物の荷卸し、検品および棚入れを無償で行わせ
た。

● 荷主Ｊ（生産用機械器具製造業）は、物流事業者に対し、自社工場で用いる機械部
品を海外事業者から購入するにあたり、当該部品の荷揚げ港から自社工場までの運
送を委託しているところ、当該運送業務に附帯して輸入通関業務を委託する際の関
税・消費税の納付を立て替えさせた。

⑤代金の減額
● 荷主Ｋ（物品賃貸業）は、物流事業者に対し、理由を一切説明することなく、あら

かじめ定めた運賃を一方的に減額して支払った。
● 荷主Ｌ（生産用機械器具製造業）は、物流事業者に対し、「値引き」と称して、あ

らかじめ定めた運賃を一方的に減額して支払った。
⑥割引困難な手形の交付
● 荷主Ｍ（機械器具卸売業）は、物流事業者に対し、運賃として手形期間 150 日の

約束手形を交付した。
⑦物の購入強制・役務の利用強制
● 荷主Ｎ（家具・装備品製造業）は、物流事業者に対し、自社が開催する展示会にお

ける家具の運送等の委託をする際に、自社製品を購入させた。
● 荷主Ｏ（鉱業、採石業、砂利採取業）は、物流事業者に対し、自社のグループ会

社が運営する給油所で運送車両の燃料を購入させた。

表 1　注意喚起文書を送付した荷主の業種別内訳
業種名※ 荷主数 割合

製造業
（大分類）

303 名 46.9%
食料品製造業 49 名 7.6%

化学工業 39 名 6.0%
金属製品製造業 24 名 3.7%

プラスチック製品製造業 22 名 3.4%
鉄鋼業 20 名 3.1%
その他 149 名 23.1%

卸売業、小売業
（大分類）

216 名 33.4%
飲食料品卸売業 66 名 10.2%

建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 53 名 8.2%
その他の卸売業 39 名 6.0%
機械器具卸売業 31 名 4.8%

その他 27 名 4.2%

その他
127 名 19.7%

協同組合 70 名 10.8%
その他 57 名 8.8%

合計 646 名 100.0%
※ 業種名は、日本標準産業分類（令和 5 年 7 月告示　総務省）による。割合は、小数点以下第 2 位

を四捨五入しているため、大分類ベースの割合とその内訳の和は必ずしも一致しない。

表 2　注意喚起文書を送付した荷主の行為類型別内訳
行為類型 件数※１ 割合

不当な給付内容の変更およびやり直し※２ 399 件 53.4%
（うち、荷待ちに関するもの） （372 件） (49.8%)
代金の支払遅延 118 件 15.8%
買いたたき 96 件 12.9%
不当な経済上の利益の提供要請 59 件 7.9%
代金の減額 44 件 5.9%
割引困難手形の交付 25 件 3.3%
その他 6 件 0.8%

合計 747 件 100.0%
※１複数の行為類型で注意喚起文書の送付を受けた荷主が存在するため、合計の件数は表 1 の荷主

数 646 名とは一致しない。
※２同一回答者が、荷待ちとともに、荷待ち以外の不当な給付内容（積載数量、発着地、集貨日等）

の変更およびやり直しに該当しているものがある。

公 取 委

＜国交省＞

＜全ト協＞

図２　橋本総業㈱による物流事業者に対する行為
　橋本総業㈱は、遅くとも平成 29 年 7 月以降、物流事業者に対して、
① 物流事業者の責めに帰すべき理由がないにもかかわらず、あらかじ

め定めた代金の額から「お支払割戻金」と称して、当該額に一定率
を乗じて得た額を減じている

② 長時間の運送業務について、同種または類似の内容の運送業務に対
し通常支払われる額に比し著しく低い額となる運賃で委託している

③ 物流事業者に対する委託内容に含まれていない特定の附帯作業（積
込み、取卸し等）について、あらかじめ物流事業者との間で特定の
条件を取り決めることなく、無償で行わせている

――等の行為を行っている。
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　国土交通省は、令和６年３月に告示した「標準的運賃」の活用状況について、トラック運送事業者および荷主
企業を対象としたアンケート調査を実施し、７月 11 日に調査結果を公表した。調査結果の概要は、別掲の通り。
　今回の調査（令和６年度）では、運賃交渉を行ったトラック運送事業者は全体の約 74％で、事業者全体のうち
運賃交渉について荷主から一定の理解を得られた事業者は約 55％だった。また、実勢運賃水準として、６年３月
に告示した「標準的運賃」と比較し、８割以上収受できた事業者は約 45％だった。
　さらに、運賃交渉の結果、運賃値上げを（一部でも）原資として、ドライバーの賃上げを実施した企業は約 60
％に達したことが分かった。
　ドライバーの労働環境改善の実現に向けては、荷主企業との運賃交渉を通じての原資確保が欠かせないことから、
国交省ではトラック運送事業者に対し、「標準的運賃」を活用した運賃交渉の積極的な実施を呼びかけている。

【調査結果の概要】
１．調査期間：令和７年３月 17 日～ 28 日
２．調査方法：事業者および荷主に対するアンケート
３．回答者数：（公社）全日本トラック協会の会員事業者（約 1,100 者）
　　　　　　　ホワイト物流推進運動において把握した荷主企業（約 200 社）

「標準的運賃」に係る実態調査結果を公表

「標準的運賃」を運賃交渉に活用して
ドライバーの賃上げを実現を！

74％の事業者が運賃交渉を実施　値上げ分を原資に賃上げした企業は約 60％に達する

国交省
１

２

４

３

5
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西尾運送有限会社
村上　哲也　代表取締役社長

　平成 26年に創設された「引越事業者優良認定
（引越安心マーク）制度」。現在、353事業者（1,696
事業所）が「引越優良事業者」として認定を受け、
安心・安全な引越サービスの提供を行っている。

　本企画では、引越優良事業者における引越サ
ービスのレベルアップに向けた取り組みを紹介す
る。今回は、北海道士別市に本社を構える西尾運
送㈲の村上哲也代表取締役社長にお話を伺った。

引越優良事業者訪問

常に「お客様目線」を大事にしながら　引越サービスに磨きをかける常に「お客様目線」を大事にしながら　引越サービスに磨きをかける
引越安心マークは　お客様からの信頼に応えられる引越事業者の目印に引越安心マークは　お客様からの信頼に応えられる引越事業者の目印に

西尾運送有限会社（北海道）西尾運送有限会社（北海道）

同社では札幌をはじめとした道内への引越輸送のほか、JRコンテナを利用しての道外への引
越輸送を行っている

︱
︱
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︑
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少

な
い
こ
と
も
あ
り
︑
こ
う
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
︒

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

見
積
書
を
取
ろ
う
と
す
る

と
︑
お
客
様
先
の
下
見
を
行

わ
ず
︑
荷
物
量
の
実
情
が
掴

め
て
い
な
い
状
態
で
見
積
書

を
作
成
し
︑
後
々
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
す
引
越
事
業
者
も
あ

り
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
を
︑
お
客
様
先

へ
の
訪
問
を
通
じ
て
し
っ
か
り

と
見
極
め
た
上
で
︑
お
客
様

に
適
正
料
金
を
提
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

　

ま
た
︑
全
ト
協
が
作
成
し

た
﹁
お
客
様
と
の
作
業
内
容

の
確
認
書
﹂
を
活
用
し
て
︑

﹁
荷
物
の
梱
包
は
お
客
様
が

行
う
の
か
︑
引
越
事
業
者
が

行
う
の
か
﹂︑﹁
梱
包
資
材
は

お
客
様
で
用
意
す
る
の
か
︑

引
越
事
業
者
で
用
意
す
る
の

か
﹂
な
ど
と
い
っ
た
引
越
作

業
に
際
し
て
の
役
割
分
担
に

つ
い
て
明
確
化
し
て
お
き
ま

す
︒
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
し
︑

以
前
に
比
べ
る
と
引
越
事
業

者
が
お
客
様
か
ら
求
め
ら
れ

る
作
業
内
容
が
格
段
に
増
え

て
い
ま
す
︒
ひ
と
つ
間
違
い

が
発
生
す
る
と
お
客
様
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
に
繋
が
り
や
す

く
な
り
ま
す
︒
そ
う
し
た
お

客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
に
︑
見
積
時
の
お
客
様

と
の
作
業
内
容
や
作
業
分
担

の
確
認
は
一
層
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
︒

　

見
積
内
容
の
提
示
︑
そ
し

て
契
約
後
も
︑
疑
問
点
︑
不

明
点
が
あ
れ
ば
都
度
お
客
様

へ
の
連
絡
を
欠
か
さ
な
い
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
︒
そ
れ
は
︑
連
絡
を
小
ま

め
に
入
れ
る
こ
と
で
︑
お
客

様
が
不
安
感
な
く
引
越
当
日

を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
が
︑
お
客
様
の
引

越
の
準
備
状
況
を
確
認
す
る

た
め
で
も
あ
り
ま
す
︒
中
に

は
引
越
直
前
に
な
っ
て
も
引

越
の
準
備
が
で
き
て
い
な
い

お
客
様
も
お
り
︑
当
日
に
な

か
が
で
す
か
。

村
上
社
長　

当
社
が
引
越
安

心
マ
ー
ク
を
取
得
し
た
の
は
︑

平
成
26
年
に
引
越
事
業
者
優

良
認
定
制
度
が
始
ま
っ
た
直

後
で
す
︒
同
制
度
の
開
始
を

知
り
︑﹁
当
社
の
高
い
輸
送

サ
ー
ビ
ス
を
証
明
す
る
﹃
引

越
安
心
マ
ー
ク
﹄
は
す
ぐ
に

で
も
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
﹂
と
考
え
︑
取
得
を
決

意
し
ま
し
た
︒

　

お
客
様
対
応
責
任
者
に

は
︑
認
定
期
間
の
間
は
１
年

に
１
度
︑
研
修
会
議
に
出
席

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
︒
同
制
度
の
柱
に
も
な

っ
て
い
る
﹁
引
越
事
業
者
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
﹂

や
﹁
引
越
に
お
け
る
苦
情
対

応
や
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
﹂
な

ど
に
関
し
て
︑
非
常
に
勉
強

に
な
る
内
容
だ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
︒

︱
︱
引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業

者
と
し
て
の
御
社
の
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

村
上
社
長　

お
客
様
が
引
越

事
業
者
を
選
ぶ
際
に
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
括
見
積
サ

イ
ト
で
一
番
価
格
の
安
い
事

業
者
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
︑

引
越
安
心
マ
ー
ク
事
業
者
の

中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
に
な
れ
ば
︑
認
知
度
も
一

層
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
︒ま
ず
は
︑

引
越
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

る
方
に
引
越
安
心
マ
ー
ク
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
︑
引
越
を
依
頼
す
る
際
の

﹁
信
頼
の
目
印
﹂
に
な
れ
ば

い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

　

当
社
と
し
て
は
︑
引
越
安

心
マ
ー
ク
を
掲
げ
る
事
業
者

と
し
て
︑
常
に
﹁
お
客
様
目

線
﹂
を
大
事
に
し
な
が
ら
︑

引
き
続
き
引
越
業
務
に
あ
た

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
︒

っ
て
引
越
が
で
き
な
く
な
る

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
を
防
い
で

い
ま
す
︒

　

当
社
で
は
︑
引
越
作
業
が

終
わ
っ
た
２
日
後
に
︑
お
客

様
対
応
責
任
者
で
あ
る
私
が

お
客
様
に
直
接
ア
フ
タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
の
電
話
連
絡
を
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒﹁
引

越
作
業
で
荷
物
が
壊
れ
た
﹂︑

﹁
大
切
な
も
の
が
な
く
な
っ

た
﹂
と
い
う
ク
レ
ー
ム
は
︑

引
越
作
業
が
終
わ
っ
て
２
︑

３
日
し
て
か
ら
入
っ
て
く
る

こ
と
が
多
い
で
す
︒
そ
の
た

め
︑
引
越
作
業
の
際
に
問
題

が
な
か
っ
た
か
︑
こ
ち
ら
か

ら
電
話
で
確
認
す
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
︒
引
越
後
に
何

か
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
際
に

も
︑
お
客
様
へ
の
電
話
連
絡

の
徹
底
に
よ
っ
て
タ
イ
ム
リ

ー
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒

︱
︱
﹁
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂

の
取
得
の
過
程
に
つ
い
て
は
い

会社名 西尾運送有限会社
代表者 髙木　信幸　代表取締役会長
 村上　哲也　代表取締役社長
本社 北海道士別市下士別町 45 線東２番地
創立 昭和 53 年５月１日
資本金 1,200 万円
従業員数 13 人（うちドライバー 9 人）
車両台数 30 台

企業プロフィール

利
用
者
に
対
し
て
標
準
引
越
運
送
約
款
に
つ
い
て
説
明

し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
繋
げ
て
い
る

引
越
作
業
が
終
わ
っ
た
２
日
後
に
利
用
者
に
電
話
連
絡
を

入
れ
る
な
ど
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
も
努
め
て
い
る

〔北海道士別市と道内主要都市との位置関係〕
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国
土
交
通
省
は
﹁
ラ
ス
ト
マ
イ

ル
配
送
の
効
率
化
等
に
向
け
た
検

討
会
﹂
を
発
足
し
︑﹁
置
き
配
﹂

標
準
化
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い

る
︒﹁
置
き
配
﹂
の
標
準
化
に
向

け
て
は
︑
①
ト
ラ
ブ
ル
の
実
態
調

査
︑
②
配
送
完
了
証
明
と
受
取
人

へ
の
通
知
シ
ス
テ
ム
の
導
入
︑
③

各
種
ト
ラ
ブ
ル
に
応
じ
た
責
任
所

在
の
判
断
基
準
作
成
︑
④
保
険
な

ど
保
証
制
度
の
検
討
︱
︱
な
ど
が

必
要
だ
ろ
う
︒
だ
が
︑﹁
置
き
配
﹂

は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
措
置
で
あ

り
︑﹁
時
間
を
か
け
て
一
戸
に
一
つ

の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
を
普
及
し

て
い
く
の
が
好
ま
し
い
﹂︒

　

一
方
︑
企
業
間
配
送
で
も
﹁
置

き
配
﹂
の
導
入
が
可
能
な
分
野
が

あ
る
︒
企
業
へ
の
配
送
で
は
︑
稼

働
日
の
営
業
時
間
内
な
ら
不
在
に

よ
る
再
配
達
は
基
本
的
に
な
い
︒

し
た
が
っ
て
﹁
再
配
達
削
減
が
目

的
で
は
な
く
︑
荷
受
け

側
の
利
便
性
向
上
を

優
先
的
に
考
慮
し
た
も

の
だ
︒
副
次
的
効
果
と

し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
短
縮
に
も
な

る
﹂︒

　

関
東
運
輸
局
管
内

の
あ
る
事
業
者
は
︑
倉

庫
業
と
運
送
事
業
で

食
料
品
や
飲
料
︑
工
業
製
品
な

ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
︒
令
和

５
年
の
年
初
に
﹁
企
業
間
配
送

の
﹃
置
き
配
﹄
を
行
う
﹂
と
い

う
方
針
を
掲
げ
︑
あ
る
企
業
と

協
業
し
て
企
業
間
﹁
置
き
配
﹂

へ
の
参
入
を
開
始
し
た
︒

　
﹁
置
き
配
﹂
の

対
象
荷
物
は
紙

お
む
つ
な
ど
紙

製
品
雑
貨
だ
︒

﹁
荷
受
け
側
は

病
院
や
介
護
施

設
な
ど
︒
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
上
の
問

題
や
誤
配
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
な
い
不
安
は

あ
る
が
︑
一
方
︑

本
来
の
業
務
の

合
間
に
検
品
な

ど
に
立
ち
会
う

の
が
大
変
な
条

件
に
あ
る
納
品

先
﹂
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑﹁
置
き
配
﹂
に
対
す

る
荷
受
け
側
の
認
識
は
低
く
︑

不
安
も
あ
っ
た
と
い
う
︒
こ
の

事
業
者
は
専
属
の
開
発
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
︑
発
・
着
荷
主
︑

そ
の
中
間
に
問
屋
や
販
売
店
が

介
在
し
て
い
る
取
引
で
は
︑
そ

れ
ら
の
企
業
も
含
め
て
具
体
的
な

話
し
合
い
を
進
め
た
︒
そ
し
て
︑

実
証
実
験
に
参
加
し
た
17
の
納
品

先
で
ト
ラ
イ
ア
ル
を
開
始
し
た
の

は
同
年
秋
だ
っ
た
︒
ま
ず
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次

元
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
︒
そ

れ
に
沿
っ
て
操
作
し
て﹁
置
き
配
﹂

の
位
置
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
置

き
︑
ス
マ
ホ
で
読
み
込
む
と
着
荷

主
の
担
当
者
に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ

る
︒
担
当
者
は
本
来
業
務
の
合
間

の
都
合
の
よ
い
時
間
に
検
品
な
ど

を
行
い
︑
写
真
を
撮
っ
て
メ
ー
ル

に
添
付
し
て
発
荷
主
の
担
当
者
に

送
信
︒
数
量
違
い
な
ど
が
あ
れ
ば

発
荷
主
経
由
で
事
業
者
に
問
い
合

わ
せ
が
き
て
在
庫
の
照
合
な
ど
を

行
い
︑次
回
の
配
送
で
調
整
す
る
︒

　

荷
受
け
側
は
﹁
本
来
の
業
務
を

中
断
し
て
検
品
な
ど
に
割
く
時
間

が
な
く
な
り
︑
作
業
軽
減
に
な
っ

た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
は
作
業
を
中
断

す
る
ま
で
の
待
ち
時
間
の
短
縮
に

な
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
︒

　

同
社
は
︑
現
在
導
入
の
約
50
か

所
の
納
品
先
だ
け
で
な
く
︑
ホ
テ

ル
や
旅
館
な
ど
に
も
﹁
置
き
配
﹂

の
拡
大
を
図
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑

荷
物
と
納
品
先
の
諸
条
件
に
よ
っ

て
は
︑企
業
間
配
送
の﹁
置
き
配
﹂

の
可
能
性
も
広
が
る
︒

第
356
回

企業間配送でも「置き配」の可能性

ほんのヒトコマほんのヒトコマ［第145回］

20××年は「天気予報」じゃなくて「天気予定」……!?

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜速度編〜
	 【解 答】3面に問題

❶		○（法第75条の4、令第27条の
3）高速自動車国道の本線車道で、
道路標識等による指定がされてい
ないところでの最低速度は時速50
キロである。

❷	○（令第11条）一般道路にお
ける自動車の法定最高速度は、自
動車の種別にかかわらず時速60
キロである。

❸	×（令第27条第1項第2号）大
型貨物自動車及び特定中型貨物
自動車（いずれも車両をけん引す
るものを除く）が高速自動車国道

等を通行する時の最高速度は時
速90キロである。令和6年4月1日
施行の改正で時速80キロから時
速90キロに引き上げられた。

❹	×（教則第4章第5節	安全運転
に必要な知識など1-1）高速になる
と視力が低下し、特に近くのもの
が見えにくくなるので注意する。

❺	×（教則第4章第5節	安全運転
に必要な知識など2-4）遠心力は、
速度の2乗に比例して大きくなるた
め、速度が２倍になれば４倍にな
る。

●税制改正関係要望事項
1. 自動車関係諸税の簡素化・軽減等
⑴軽油引取税の暫定税率廃止
⑵ 自動車関係諸税の簡素化・軽減等
⑶走行距離課税の導入反対
⑷ 運輸事業振興助成交付金制度の継続
⑸ 自動車重量税のエコカー減税の延長
⑹  自動車重量税の ASV（先進安全自動車）特例措

置の延長・拡充
⑺ 自動車税環境性能割特例措置の延長
⑻ 自動車税種別割のグリーン化特例の延長
⑼ 自動車関係諸税における営自格差の拡充

2. 特例措置の延長
⑴ 少額資産即時償却の延長
⑵ 地方拠点強化税制の延長

3. その他税制に係る要望
⑴ トラック協会が運営する地域防災・災害対策関

連施設等に係る固定資産税の軽減措置の適用
⑵自動車重量税の道路特定財源化
⑶物流拠点の特例措置の適用

●道路関係要望事項
1. 高速道路料金徴収期限の延長を踏まえた利便性

向上策の推進

2. 高速道路料金の引下げ
⑴ 料金水準の引下げ（NEXCO3 社）
⑵ 車種区分の検討におけるトラック輸送への十分

な配慮
⑶ 大口・多頻度割引を実質 50% 割引に拡充
　（NEXCO3 社）
⑷ 渋滞対策等に資する料金・割引制度の設定
　（NEXCO3 社、首都高速、阪神高速）
⑸ 首都高速等における割引制度の拡充
⑹  本四高速における割引制度の拡充
⑺ 福岡・北九州圏におけるシンプルでシームレス

な高速道路料金の実現

⑻ フェリー等利用に対する補助・助成制度の創設
⑼ その他（定額制料金制度の検討）

3. 物流基盤の整備
⑴ 高速道路ネットワークの整備・充実
① 「重要物流道路」の指定、指定道路への集中

投資
② 暫定 2 車線区間の 4 車線化
③ミッシングリンクの解消
④渋滞対策の推進
⑤ ダブル連結トラックや自動運転などの推進に

資する実施環境整備の推進
⑥ 下関北九州道路の早期実現

⑵ 休憩・休息施設、中継物流拠点の整備・拡充
① 高速道路の SA・PA、道の駅における駐車ス

ペースの整備・拡充
②大型車駐車マスの幅の拡大
③ 高速道路の一時退出を可能とする措置の拡充

（NEXCO3 社）
④ シャワー施設等、休憩・休息建屋内の施設の

充実
⑤ 中継物流拠点の全国展開による中継輸送の推進

4. 特殊車両通行許可に係る諸課題の改善
⑴車両制限令違反点数制度の改善
⑵ 重要物流道路の特殊車両通行許可手続きを不要

とする措置の拡大
⑶申請負担の軽減

5. その他施策の推進
⑴ 高速道路料金等の運賃料金の確実な収受に向け

た支援
⑵冬期における道路交通対策
⑶自然災害時の高速道路料金
⑷  ETC2.0 によるサービスの充実
⑸  ETC コーポレートカードに係る保証額の減額
⑹   ETC コーポレートカードの走行明細データ提

供手数料無料化

●予算・施策関係要望事項
1. 「2030 年度に向けた政府の中長期計画」への対

応にかかる支援
⑴ 商慣行の見直しに向けた支援
① 適正運賃収受・価格転嫁に向けた支援
② 改正物流法の周知及び荷主等における違反原

因行為撲滅に向けた働きかけ等の推進
③ 改正下請法にかかる周知及び取引環境の健全

化に対する支援

⑵物流の効率化に向けた支援
① 労働生産性の向上や労働環境改善に向けた支

援
② 人材確保・人材育成に対する支援

2. 燃料価格高騰への支援

3. 環境・交通安全対策に係る支援
⑴ 環境対策及び省エネ対策のための支援
① カーボンニュートラル実現に向けた支援
② 石油石炭税の「地球温暖化対策のための課税

の特例」に係る補助の継続
③ 電気自動車等の普及に係る補助の継続

⑵交通安全対策のための支援
①  ASV（先進安全自動車）関連機器の導入に対

する補助の継続
② デジタル式運行記録計、ドライブレコーダ等

運行管理支援機器の導入に対する補助の継続
⑶車両の電動化等に伴う車両総重量等の規制緩和

4.  施策要望
⑴ 市街化調整区域に係る法制度の見直し
⑵ 被けん引自動車の自動車損害賠償責任保険（自

賠責保険）保険料の見直し
⑶貨物集配中の車両に係る駐車規制の見直し
⑷ 特定技能制度等による倉庫内作業員の外国人材

の活用
⑸ 能登半島地震の復興に係る支援

　全日本トラック協会では、５月 14日に開催された第３回「道路・施設委員会」（寺岡洋一委員長、当時）および５月 28日に
開催された第 13回「税制委員会」（水野功委員長）において、令和８年度「トラック関係施策に関する要望事項」を承認。６月
５日開催の第 210回理事会で報告を行った。
　全ト協では７月以降、同要望事項に従い、都道府県トラック協会と連携しながら陳情・要望活動を進めていくこととしている。

「特別重要調査対象事故」に関する事業用自動車事故調査報告書を公表
　国土交通省事業用自動車事故調査委員会（事故調）は７月４日、令和 5年 5月 16日に宮城県栗原市で発生した大型トラックの衝突事故（特別重要調査対象
事故）に関する調査報告書を公表した。
　事故調では、運送事業者に対して、「適切な労務管理の徹底」、「運転者に対する指導監督の徹底」――等の対策を講じるよう呼びかけている。
　なお、報告書本体は、国交省ホームページ（二次元コード）よりダウンロード可能。

宮城県栗原市　大型トラックの衝突事故（令和５年発生）宮城県栗原市　大型トラックの衝突事故（令和５年発生）
【事故概要】
○日時：令和5年 5月16日　20 時11分頃
○概要：大型トラックが東北自動車道の第1車両通行帯を走行中、故障のため同通行帯に
停車していた大型貸切バスと同バスの後方で故障対応していた運転者および乗客２人に
衝突した。この事故により、大型貸切バスの運転者および乗客２人が死亡し、大型トラ
ックの運転者が重傷を負った。

【原因】
○運転者
・�前方車両を追い越すため、右後方を併走する乗用車に注意が集中し過ぎて前方不注視。
・長時間労働による疲労が注意力の低下に影響。（トラック）
・�運転特性（「判断動作のタイミングかかなり遅い」、「注意の配分が十分でない」）が、右
後方車両に注意が集中し過ぎの運転行動に影響。（トラック）
・�警告灯点灯を放置、また緊急停車後の後続車に対する危険防止措置が不十分。（バス）
○事業者・運行管理者
・�疲労を蓄積させ、安全な運行の確保に悪影響を及ぼす長時間労働を看過。（トラック）
・運転者個々の運転特性に配慮したきめ細かな指導が不足。（トラック）

・高速道路上で緊急停車した時の適切な対応に関する指導監督不十分。（バス）

【再発防止策】
○適切な労務管理の徹底
・�改善基準告示で定める拘束時間を厳守し、運転者の疲労を蓄積させない運行計画を作
成すること。（トラック）
・�行政から受けた改善指示事項は、指示を受けた営業所にとどめず、全営業所で共有する
こと。（トラック）
○運転者に対する指導監督の徹底
・�前方不注視の危険性を十分理解させ、前方不注視に繋がる運転を行わないよう指導教育
を徹底すること。（トラック）
・�夜間の運行において生じる様々な危
険について、危険予測訓練の手法を
用いることにより理解を深めさせ、常
に前方や周囲の交通状況に気を配る
よう徹底すること。（トラック）
・�車両が故障した時や緊急停車した時
の適切な対応に関する指導を徹底す
ること。（バス）

８月（お盆期間）の渋滞回避を呼びかけ
　首都高速道路㈱は７月 11 日、８月の渋滞予想を
取りまとめ、公表した。
　それによると、１年の中でも渋滞が多い８月におい
ては、月の初めからお盆期間前（１日㈮、４日㈪～８
日㈮）は特に渋滞が多くなる傾向がある一方で、お
盆期間（９日㈯～ 17 日㈰）は比較的渋滞が少なく、
その後は月末の金曜日にかけて再び渋滞が多くなる
傾向があるとしており、首都高では、「渋滞予想カレ
ンダー」（写真）を参考に、利用日・時間帯の変更
など、余裕をもった利用を呼びかけてい
る。
　詳細は、首都高プレスリリース
（二次元コード）を参照。

「遠隔点呼及び業務後自動点呼の「遠隔点呼及び業務後自動点呼の
実施状況に係る実態調査」実施状況に係る実態調査」
へのご協力をお願いしますへのご協力をお願いします

　令和5年4月以降、対面による点呼と同等の効果を有
するものとして国土交通大臣が定める方法を定める告示

（令和5年国土交通省告示第266号）の要件を満たした
上で、営業所を管轄する運輸支局へ届出を行うことによ
り、遠隔点呼や業務後自動点呼を実施することが可能
となりました。
　国土交通省としては、これらの制度を運行管理者の
負担軽減や慢性的な人手不足への対応に役立ててい
ただきたいと考えているところ、各制度の活用に至って
いない理由や各制度の活用によって感じた効果などを
把握した上で、各制度の改善点の把握や各制度の周
知施策の検討を実施するため、「遠隔点呼及び業務後
自動点呼の実施状況に係る実態調査」を事業者単位
で実施していますので、本調査へのご協力をお願いい
たします。なお、ご回答については、特定の個者が識
別できる情報として公表されることはありません。

・調査方法：Webアンケート
・回答に要する時間：5分程度
・回答期限：7年7月31日㈭まで

◆アンケートは、二次元コードからご回答ください。
　（回答方法に関する問い合わせ窓口）
　㈱マクロミル　support_crm_g55@macromill.com

国交省 首都高速道路㈱

令和８年度トラック関係施策に関する要望事項

　きこえない・
きこえにくいア
スリートのため
の国際スポーツ
大会「東京 2025
デ フ リ ン ピ ッ
ク」が 11 月 15
日 ～ 26 日 に 東
京、 福 島、 静 岡
で開催される。
　同大会開催の
気 運 醸 成 の た
め、３月から 11
月にかけて実施
されている「全
国キャラバン活
動」と題した各地での様々な関連イベントに、全日本
トラック協会は後援団体として参画している。
　全ト協では、ポスター（写真）等の配布を通じ大会
の盛り上げに協力していく。

「東京2025デフリンピック」「東京2025デフリンピック」
全国キャラバン活動を後援全国キャラバン活動を後援

全ト協
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キャリアカードライバーの父の一言で拓けたキャリアカードライバーの父の一言で拓けた
「トラックドライバーへの道」「トラックドライバーへの道」

interview!

5:00
　出社。車両点検、業務前点呼（写真①）、検温（写
真②）、返却物の積み込みを行う。「『返却物』とは、前
日の配達で、実際の注文数よりも納品数が多くて返品にな
った商品のことです。冷蔵・冷凍品もあるので、会社のス
トッカーに入れて保管し、翌朝にトラックに載せて返却します」
（高橋さん）

05:30
　会社を出発（写真③）。秋田県大館市にある積み込み
先に向かう。

06:30
　積み込み先である、荷主企業の営業所に到着。営業
所内の作業スペースで伝票の仕分けなどの事務作業を行
ってから、積み込みを開始する。「当日、各配送先へ配
達する商品は、事前に仕分けされた状態で準備されてい
て、冷凍品は指示書に基づいて営業所の冷凍庫から積
み込みます」（同）。

MEMO　業務用食品の積み込み
　積み込む業務用食品は、小さい段ボールや折りたたみコ
ンテナボックスなどの容器などに入っており、それらを手積み
する。重たいものでは、食用油の一斗缶や、25kg ある袋
入りの粉類があるという。高橋さんは当日の伝票を見ながら、
配送ルートを踏まえて、手際よく逆順に積み込んでいく。
　「小さいお漬け物のパックなど、指で持てるような、非常
に軽い荷物もあるので、荷物の形状や大小は本当にまちま
ちです。油や粉は重たくて持てないと最初こそ思いましたが、
徐 に々うまく持ち上げるコツを会得していきました。私は小学
校の頃に陸上とバスケットボール、中学校ではソフトボール、
高等学校ではバドミントンをやっていたので、身体を動かす
ことや体力には自信があり、筋トレで身体を鍛えている感覚
ですね」（同） 

07:00
　積み込み完了後、納品エリアに向けて出発（写真④）。
この日は午前中に 22 か所（秋田県大館市、青森県平川
市・弘前市）、午後に５か所（青森県南津軽郡大鰐町・
弘前市）の計 27 か所への配達を担当した。「配達先は、
温泉のお食事処や、ホテルの厨房、病院の給食施設、
ケーキ屋さ
ん、パン屋
さんなどさ
まざまです」
（同）。

08:00
　荷主営業所と同じ大館市内にある、1 軒目の納品先に
到着（写真⑤）。検品を行いながら荷降ろしを行い、商
品を納品した際に出る空の段ボールや、前日配達した分
の牛乳用クレート
（プラスチック製
の運搬容器）な
どを回 収 する。
続けて、午前分
21 か所へ配達を
行う。

12:00
　昼食休憩をとる。「午前中最後の配達先は弘前市なの
で、弘前市内のスーパーマーケットでお弁当を買い、トラッ
クの中で食べることが多いです。よく食べるお気に入りのメ
ニューは、青森ならではの甘めの味付けがおいしい『から
あげ丼』です」（同）。

13:00
　午後の配達を開始。大鰐町と弘前市の配達先 5 か所
をまわり、最後の
荷降ろし（写真
⑥）を終えて、本
日分の配達を完
了。

14:30
　帰庫（写真⑦）。業務後点呼、洗車（写真⑧）清掃、
車両点検を行ったあと、回収した返却物を会社のストッカ
ーへ収納する。

15:30
　翌日の配車車番
等を確認（写真⑨）
した後、退勤。

高橋さんのある１日の仕事の流れ

細やかな配慮×旺盛な向上心が社内外から高評価 ！
「日々全力」の姿勢貫き目指すは 4トンドライバー

・  高校卒業後、医薬品製造会社の工場で、製品の目視検査業務に 2
年従事するも、父の一言をきっかけに転職を決意（ interview! 参照）。

・  同社入社後の初任研修期間は1か月半と、異例の速さで独り立ち。「仕
事の飲み込みが早く、今やベテランの先輩ドライバーに負けず劣らず
迅速・正確な積み込みができるまでに成長しました」（秋元取締役）。

・  今後の目標は、4トン車ドライバーへのステップアップ。「安心して業務
を任せてもらえるよう、日々懸命に業務に取り組み、安全運転と無事
故を継続したいです」（高橋さん）。

・  休日は、昨年購入した 400cc のバイクでツーリングをしたり、愛猫 3 匹
と戯れたりして過ごす。「寝転がっていると上に乗ってくる猫を撫でて
いる時間が、最高の癒しになっています」（同）。

担当業務：２トン車による業務用食品のルート配送
勤続年数：２年９か月
取得資格：中型自動車免許◆�トラックドライバーになったきっかけを教えてください。

　私の父は、日本全国を運行するキャリアカードライバー
です。幼い頃に助手席に乗せてもらったこともあり、トラッ
クに乗ることは、私にとって楽しい記憶でした。医薬品工
場の製品検査員として働いていたある日、父から突然「ト
ラックドライバーをやってみないか？」と誘われました。私
もなぜか自然と「そうしよう。私も父のように、トラックド
ライバーになりたい」と思って会社を退職し、当時の私の
年齢でも取得できた中型免許を取りに、自動車教習所へ
通いました。
　私は三人姉妹の三女なのですが、思い返せば、三姉妹
の中で父のトラックの助手席に乗せてもらっていたのは私
だけでした。なぜ三姉妹の中で私にだけトラックドライバー
になるよう勧めたのか、父に尋ねたことはありませんが、
父はもしかすると、私に何かしらの「トラックドライバー適
性」を感じていたのかもしれません。

◆�北日本流通センターに応募した理由はなんですか。

　中型免許取得後、大手の運送会社に応募してみたので
すが、募集を行っていないということでお断りされました。
そこでハローワークへ行き、求人情報を見ていると、最初
に目に留まった運送会社が、自宅からもアクセスのよい当
社でした。応募の決め手になったのは、「女性ドライバー
が２人在籍している」という記載があったことです。最初は、
「２人だけか。少ないな」と思ったのですが、ほかの運
送会社の求人情報を見ても「0 人」との記載ばかりで、
女性ドライバーが２人もいる当社に応募しました。
　入社後、最初に仕事を教えてもらったのは、同じ業務
を担当する女性ドライバーの方でした。話しやすい、優し
い方で、同性の先輩に指導してもらえる安心感がありまし
た。男性の先輩ドライバーにも指導をしてもらったのです

が、その方も、分からないことを丁寧かつ根気強く教えて
くださる方で、そもそも当社は皆、性別・役職を問わず何
でも優しく教えてくれる先輩ばかりであることが、この仕
事を続けられている、大きな要因になっています。また、
今でも何か困りごとがあると、どんなにささいなことでも
すぐ相談に乗ってくれる秋元取締役の存在も、とても大き
いです。

◆�仕事のやりがいを感じる瞬間はどんなときですか。

　今日は 27 件の配達を担当しましたが、もっと配達件数
が多い日もあります。件数が多い日の配達を完璧にやりき
ったときは、「ああ、私いま仕事してる ！」という強い達成
感があります。配達件数が多いと、最初は「今日は多い
けど大丈夫かな」と思いもしますが、すぐに「よし、やっ
てやろう ！」というモードに気持ちが切り替わります。件
数が多いほど燃えるタイプなのかもしれないです（笑）。
　また、重たい荷物を軽々と積み降ろしているときなどは、
配達先のお客様や、同僚ドライバーたちが「そんなに重
たいものが持てるなんてすごいね ！」と褒めてくれるので、
心の中で「やったー ！」と喜んでいます（笑）。
　件数の多い配達をしっかり完遂したときや、お客様から
お褒めのお言葉をもらったときは、秋元取締役も褒めてく
れるので、すごくうれしいですし、やりがいを感じています。

◆�安全のために気を付けていることはなんですか。

　運転の際にいちばん気を付けていることは、「ヒヤリ・ハ
ット地点の徐行」です。運行しているルートの中で、「こ
こは乗用車がふいに飛び出してくることがあって危険だ
な」と思っている、個人的なヒヤリ・ハット地点があります。
そこでは目視や徐行を徹底して、事故がないように細心の
注意を払います。また、小学校の通学路の近くを通ること
があるので、小学生の飛び出しにも気を付けています。
　荷役作業の際は、トラックの荷台の中で荷崩れが起こる
可能性があるので、荷降ろし時は次に配達する荷物を手
前に出すなど、少しずつ荷物の高さを均していくことで、
荷崩れが起こらないよう工夫しています。荷物の積み込み
に関しては、研修時から先輩方が荷物事故の起こりやす
いポイントを指摘してくれており、その指導内容を参考に、
自分で工夫しながら、日々の積み降ろしを行っています。

 秋元取締役の太鼓判 ！  秋元取締役の太鼓判 ！ 

　高橋さんは、何事にもよく気がつくドライバーで
す。高橋さん自身のことだけではなくて、私が気づ
いていなかった、社内のことや車両のことなど、あ
らゆることに細かく目配りし、「気づき」を報告して
くれるのが、高橋さんのすばらしいところです。

高橋さんは日々、どのようなお仕事に携わっているので
しょうか。お仕事に 1 日密着させていただきました。

株式会社北日本流通センター
［代表取締役　鈴木　貴彦］

営業所所在地 青森県黒石市大字境松字村井 151-1
会社資本金 1,000 万円
設立日 平成 6 年 9 月7日
従業員数 76 人（ドライバー 71 人、うち女性 4 人）
車両数 83 台

「中型免許必須」と世代交代見越した求人で雇用が好循環「中型免許必須」と世代交代見越した求人で雇用が好循環
幅広い世代の女性ドライバーが明るい職場をけん引 ！幅広い世代の女性ドライバーが明るい職場をけん引 ！

秋元取締役
に訊く！

　当社のドライバーは最年少が 21 歳、最年長が 61 歳で、定年は 60 歳に設定し、
65 歳まで延長再雇用を行っています。求人は定期的に行っていますが、ドライバ
ー不足への対応というよりも、50 代後半のドライバーが多く在籍しているため、定
年退職を見越し、計画的に「30 ～ 40 代ドライバーの雇用」を目指しています。
　また、当社は「8トン限定中型免許必須（中型あればなお可）」と求人条件に明記してい
るため、中型ドライバーになりたいという意欲を持った応募者が多く、求人への応募もコンスタン
トにある状況です。
　女性ドライバーは定期的に採用しており、現在は 20 代の高橋に加え、30 代が 2 人、50
代 1 人と、計 4 人が業務用食品のル
ート配送や、スーパーマーケットの物
流センターから店舗への配送業務で

活躍しています。また、近年は業界未経験者を多く採用しており、
女性ドライバーも、20 ～ 30 代の 3 人は未経験者です。仕事が
丁寧で、配慮が行き届く女性ドライバーは他の模範であり、彼女
らの活躍に触発され、男性ドライバーの身だしなみや仕事ぶりも良
化し、会社全体の雰囲気が明るくなったという強い実感がありま
す。今後も職場環境や健康面等に配慮しつつ、積極的に女性ド
ライバーの雇用を行っていく方針です。

高
た か は し

橋　沙
さ き

季さん

秋元　雅俊
取締役統括部長

高橋さんはこんな人！
　 私のほうが
年上ですが、
社歴では高橋
さんが 先 輩で
す。 入社後の
研修では、仕
事内容や配達
コースなどを丁
寧に指導しても
らいました。配

達に行く先々で、お客様とのコミュニケーションが抜群で感
心しましたし、作業もテキパキとしていて、仕事を円滑に進め
ることに長けている方です。

（同僚ドライバー　福田直樹さん／写真左）

秋元取締役（左）と高橋さん（右）

　連載第 44 回目となる今回
取り上げるのは、「2トン車ド
ライバー（ルート配送）」の
お仕事です。㈱北日本流通
センター（青森県）の高橋
沙季さんが登場します。

第44回 「2トン車ドライバー（ルート配送）」高橋沙季さん（㈱北日本流通センター／青森県）


